
平成™›年œ月™日 水曜日 第œ� ™号官 報
住
所
沖
縄
県
島
尻
郡
久
米
島
町
字
比
嘉
1
5
0番
地
1
6

李
理
恵
昭
和
4
5年
１
月
3
0日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
桃
谷
５
丁
目
1
1番

2
6号

李
優
一

平
成
３
年
２
月
2
2日
生

住
所
秋
田
市
泉
中
央
３
丁
目
1
2番
１
号

曹
美
智
子
昭
和
3
9年
１
月
1
6日
生

住
所
大
阪
府
大
東
市
三
住
町
１
番
2
8号

貴
南
昭
和
2
7年
７
月
2
9日
生

住
所
東
京
都
荒
川
区
東
日
暮
里
３
丁
目

3
9番
３
`

2
0
4

号崔
宗
玄
昭
和
5
9年
１
月
９
日
生

住
所
神
戸
市
中
央
区
東
雲
通
５
丁
目
４
番
６
号

高
茂
明
昭
和
3
4年
２
月
３
日
生

住
所
滋
賀
県
大
津
市
滋
賀
里
３
丁
目
2
7番
１
`
4
0
5号

®
宏
美
昭
和
5
8年
３
月
2
6日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
桃
谷
３
丁
目
３
番
７
号

申
幸
枝
昭
和
6
2年
７
月
2
7日
生

住
所
大
阪
市
淀
川
区
木
川
東
２
丁
目
1
7番
１
号

金
由
貴
昭
和
6
0年
４
月
2
4日
生

住
所
大
阪
市
城
東
区
鴫
野
西
１
丁
目
７
番
2
2号

梁
愛
莉
昭
和
3
7年

1
1月
７
日
生

金
舜
平
成
３
年
1
1月
５
日
生

金
卓
平
成
６
年
1
2月

1
4日
生

金
樂
平
成
９
年
1
2月
９
日
生

住
所
大
阪
市
北
区
豊
崎
６
丁
目
1
0番
８
`
2
0
4号

金
正
吉
昭
和
5
1年
１
月
５
日
生

陳
É
昭
和
5
0年

1
0月

1
6日
生

金
璃
穂
平
成
2
1年

1
1月

1
3日
生

住
所
大
阪
市
北
区
中
崎
西
１
丁
目
１
番
７
`
1
0
0
6号

徐
貞
玉
昭
和
2
2年
１
月
３
日
生

住
所
福
岡
市
中
央
区
平
尾
２
丁
目
３
番
2
8
`
2
0
2号

金
加
代
子
昭
和
5
0 年
８
月
1
4日
生

住
所
北
九
州
市
門
司
区
清
滝
１
丁
目
３
番
１
号

張
梨
花
昭
和
6
0年

1
2月
５
日
生

住
所
東
京
都
G
飾
区
亀
有
５
丁
目
2
0番
５
号

李
康
滿
昭
和
4
8年
２
月
2
7日
生

住
所
東
京
都
北
区
赤
羽
２
丁
目
3
0番
５
`
3
0
1号

ミ
チ
コ
・
カ
セ
・
ロ
ペ
ス
平
成
元
年
２
月
2
1日
生

住
所
静
岡
市
葵
区
羽
鳥
１
丁
目
1
3番

3
6号

金
紘
永
昭
和
5
6年
８
月
２
日
生

住
所
東
京
都
町
田
市
高
ケ
坂
1
7
6
3番
地
１

林
秀
樹
昭
和
4
4年
５
月
2
3日
生

住
所
千
葉
県
我
孫
子
市
新
木
野
３
丁
目
2
6番

1
1号

金
喜
秀
昭
和
1
5年

1
0月

1
0日
生

住
所
千
葉
市
美
浜
区
浜
田
１
丁
目
３
番
地

李
美
和
昭
和
5
1年
６
月
２
日
生

住
所
東
京
都
荒
川
区
東
日
暮
里
３
丁
目

3
9番
３
`

2
0
4

号崔
伽

昭
和
6
0年
９
月
2
0日
生

住
所
埼
玉
県
和
光
市
広
沢
２
番
２
号

李
昇
K
昭
和
5
1年

1
2月

3
0日
生

住
所
長
崎
市
大
手
２
丁
目
８
番
1
7号

ã
洋
º
平
成
元
年
1
2月

1
3日
生

住
所
仙
台
市
泉
区
北
中
山
２
丁
目
4
1番
地
８

金
明
美
昭
和
4
1年
４
月
1
7日
生

住
所
岡
山
市
北
区
宿
1
3
2
4番
地
７

卞
順
子
昭
和
2
3年
２
月
2
4日
生

張
聖
子
昭
和
5
4年
６
月
1
9日
生

張
健
次
昭
和
5
6年

1
1月

3
0日
生

住
所
岡
山
県
赤
磐
市
桜
が
丘
東
４
丁
目
４
番
地
3
9
5

張
和
則
昭
和
5
0年
８
月
2
7日
生

住
所
東
京
都
港
区
南
麻
布
２
丁
目
９
番
1
7号

周
眞
司
昭
和
3
8年

1
2月
７
日
生

住
所
滋
賀
県
高
島
市
安
曇
川
町
常
磐
木
1
1
1
6番
地
１

李
裕
一

昭
和
6
2年

1
0月
８
日
生

住
所
福
岡
市
城
南
区
七
隈
７
丁
目
3
8番

3
2号

陳
光
明
昭
和
5
3年

1
2月
４
日
生

住
所
愛
知
県
豊
川
市
南
大
通
６
丁
目
８
番
地

Ô
昌
伸
昭
和
4
9年
８
月
2
8日
生

住
所
浜
松
市
中
区
高
丘
北
３
丁
目
７
番
５
号

禹
星
枝
昭
和
1
6年
７
月
2
0日
生

住
所
東
京
都
台
東
区
入
谷
１
丁
目
３
番
４
号

孫
錫
光
昭
和
6
0年
５
月
3
0日
生

住
所
東
京
都
江
戸
川
区
篠
崎
町
３
丁
目
2
3番

2
9号

金
泰
子
昭
和
4
6年
５
月
1
5日
生

住
所
東
京
都
足
立
区
保
木
間
５
丁
目
1
3番
９
`
2
0
3号

金
用
麗
昭
和
4
9年

1
0月
７
日
生

〇
外
務
省
告
示
第
百
六
十
四
号

今
般
、
看
護
師
及
び
介
護
福
祉
士
の
入
国
及
び
一
時
的

な
滞
在
に
関
す
る
次
の
書
簡
の
交
換
が
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主

義
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
交
換
公
文
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
十
七
日
に
効

力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
二
千

八
年
十
二
月
二
十
五
日
に
署
名
さ
れ
、
二
千
九
年
十
月
一

日
に
効
力
を
生
じ
た
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
以
下
「
Ｊ

Ｖ
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
と
い
う
。）第
七
十
九
条
及
び
附
属
書
七
第
一

部
Ｂ
の
規
定
に
従
い
日
本
国
政
府
の
代
表
者
と
ベ
ト
ナ
ム

社
会
主
義
共
和
国
（
以
下
「
ベ
ト
ナ
ム
」
と
い
う
。）政
府

の
代
表
者
と
の
間
で
行
わ
れ
た
最
近
の
協
議
に
言
及
す
る

光
栄
を
有
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
更
に
、
次
の
取
極
を
日

本
国
政
府
に
代
わ
っ
て
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

Ò

日
本
国
に
お
い
て
看
護
師
若
し
く
は
介
護

福
祉
士
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
又
は

こ
れ
に
関
連
す
る
活
動
に
従
事
す
る
ベ
ト

ナ
ム
の
自
然
人
の
入
国
及
び
一
時
的
な
滞

在

１

附
属
書
一
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
ベ
ト
ナ
ム
の
自

然
人
で
あ
っ
て
、
日
本
国
に
お
け
る
一
時
的
な
滞
在
の

間
に
次
の
い
ず
れ
か
の
活
動
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
２
に
定
め
る
期
間
、
入
国
及
び
一
時

的
な
滞
在
が
許
可
さ
れ
る
。

æ

国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
国
の
法

令
に
基
づ
く
看
護
師
（
以
下
「
日
本
国
の
看
護
師
」

と
い
う
。）と
し
て
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
次
の
ü
及
び
@

の
活
動

ü

@

の
活
動
の
た
め
の
準
備
の
課
程
を
履
修
す
る

活
動

@

病
院
に
お
け
る
日
本
国
の
看
護
師
の
監
督
の
下

で
の
研
修
を
通
じ
た
必
要
な
知
識
及
び
技
術
を
修

得
す
る
活
動
。
た
だ
し
、
当
該
活
動
が
日
本
国
の

法
令
に
基
づ
い
て
当
該
病
院
を
設
立
し
て
い
る
日

本
国
に
あ
る
公
私
の
機
関
（
11
æ
ü
に
規
定
す
る

日
本
国
の
調
整
の
た
め
の
機
関
が
紹
介
し
た
も
の

に
限
る
。）と
の
間
の
雇
用
契
約
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

ç

国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
国
の
法

令
に
基
づ
く
介
護
福
祉
士
（
以
下
「
日
本
国
の
介
護

福
祉
士
」
と
い
う
。）と
し
て
の
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
次
の
ü
及
び
@

の
活
動

ü

@

の
活
動
の
た
め
の
準
備
の
課
程
を
履
修
す
る

活
動

@

介
護
施
設
に
お
け
る
日
本
国
の
介
護
福
祉
士
の

監
督
の
下
で
の
研
修
を
通
じ
た
必
要
な
知
識
及
び

技
術
を
修
得
す
る
活
動
。
た
だ
し
、
当
該
活
動
が

日
本
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
当
該
介
護
施
設
を
設

立
し
て
い
る
日
本
国
に
あ
る
公
私
の
機
関
（
11
æ

ü
に
規
定
す
る
日
本
国
の
調
整
の
た
め
の
機
関
が

紹
介
し
た
も
の
に
限
る
。）と
の
間
の
雇
用
契
約
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

è

国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
国
の
介

護
福
祉
士
と
し
て
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
次
の
ü
及
び
@

の
活
動

ü

@

の
活
動
の
た
め
の
準
備
の
課
程
を
履
修
す
る

活
動

@

日
本
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
日
本
国
に
あ
る
公

私
の
機
関
（
11
æ
ü
に
規
定
す
る
日
本
国
の
調
整

の
た
め
の
機
関
が
紹
介
し
た
も
の
に
限
る
。）に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
日
本
国
の
介
護
福
祉
士
の
養

成
の
た
め
の
施
設
に
お
け
る
養
成
を
通
じ
た
必
要

な
知
識
及
び
技
術
を
修
得
す
る
活
動
。
た
だ
し
、

当
該
活
動
が
当
該
養
成
の
た
め
の
施
設
へ
の
入
学

の
許
可
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
及
び
当
該
養

成
の
た
め
の
施
設
に
お
け
る
養
成
の
課
程
の
期
間

が
四
年
を
超
え
な
い
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

注
釈

日
本
国
政
府
は
、
æ
か
ら
è
ま
で
に
規
定
す

る
活
動
に
つ
い
て
、
様
式
そ
の
他
の
関
連
す
る

情
報
を
ベ
ト
ナ
ム
政
府
に
対
し
通
報
す
る
。

２

１
に
規
定
す
る
入
国
及
び
一
時
的
な
滞
在
に
つ
い
て

は
、
日
本
国
政
府
は
、
一
年
間
の
滞
在
を
許
可
す
る
。

こ
の
期
間
は
、

æ

１
æ
の
場
合
に
は
、
一
年
ず
つ
二
回
に
限
り
更
新

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ç

１
ç
の
場
合
に
は
、
一
年
ず
つ
三
回
に
限
り
更
新

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

è

１
è
の
場
合
に
は
、
１
è
@

に
規
定
す
る
養
成
の

た
め
の
施
設
に
お
け
る
養
成
の
課
程
の
修
了
の
た
め

に
必
要
な
期
間
ま
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
æ

次
の
い
ず
れ
か
の
期
間
に
国
家
試
験
に
合
格
す
る

こ
と
に
よ
り
日
本
国
の
看
護
師
と
し
て
の
資
格
を
与

え
ら
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
自
然
人
に
つ
い
て
は
、
日
本

国
に
お
け
る
一
時
的
な
滞
在
の
間
に
日
本
国
に
あ
る

公
私
の
機
関
と
の
間
の
雇
用
契
約
に
基
づ
い
て
日
本

国
の
看
護
師
と
し
て
業
務
に
従
事
す
る
た
め
、
三
年

ま
で
の
期
間
（
こ
の
期
間
は
、
更
新
す
る
こ
と
が
で

き
る
。）、入
国
及
び
一
時
的
な
滞
在
が
許
可
さ
れ
る
。

ü

１
æ
の
規
定
に
基
づ
く
一
時
的
な
滞
在
の
間

@

１
æ
の
規
定
に
基
づ
く
一
時
的
な
滞
在
の
間
に

日
本
国
の
看
護
師
と
し
て
の
資
格
が
与
え
ら
れ
な

か
っ
た
後
の
期
間

ç

次
の
い
ず
れ
か
の
期
間
に
国
家
試
験
に
合
格
す
る

こ
と
に
よ
り
日
本
国
の
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
資
格

を
与
え
ら
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
自
然
人
に
つ
い
て
は
、

日
本
国
に
お
け
る
一
時
的
な
滞
在
の
間
に
日
本
国
に

あ
る
公
私
の
機
関
と
の
間
の
雇
用
契
約
に
基
づ
い
て

日
本
国
の
介
護
福
祉
士
と
し
て
業
務
に
従
事
す
る
た

め
、
三
年
ま
で
の
期
間
（
こ
の
期
間
は
、
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
る
。）、
入
国
及
び
一
時
的
な
滞
在
が
許

可
さ
れ
る
。

ü

１
ç
又
は
１
è
の
規
定
に
基
づ
く
一
時
的
な
滞

在
の
間

š
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